
海老名市教育委員会

（平成30年 9月 臨時会議事日程）

日時 平成30年９月28日(金）

午前10時30分

場所 えびなこどもセンター　２０１会議室

日程第 １ 報告第 18 号

日程第 ２ 議案第 23 号

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金の
交付について

海老名市学校施設再整備計画の策定について





海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　報告理由

　海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金を交付するため

報告第18号

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金の交付について

別紙のとおり、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金の交付につい
て、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則
第２号）第４条の規定により報告する。

平成３０年９月２８日提出
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平成 30 年 9月 28 日 
臨時教育委員会資料 
就学支援課 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成事業について 

１ 要旨 

入学試験や就職試験などの人生の節目を控える中学３年生が、インフルエンザに罹患

することなく、実力を発揮できるようにとの思いから実施するものです。 

   インフルエンザワクチン接種は、健康保険が適用されず接種費用が全額自己負担とな

ることから、補助を行うことで保護者の負担軽減を図るもので、中学３年生のみを対象

とした取り組みです。 

２  概要 

 対象者

・海老名市立中学校に在籍する中学３年生 

・海老名市に住民登録があり、私学等に在籍する中学３年生 

      ※平成 30 年９月１日現在対象者 計 1,273 名（うち私学等 98 名） 

 内容

自己負担額 1,000 円（助成は１回のみ） 

※接種費用の残額(単価 4,205 円)を市が負担する

接種方法  

市が配付する助成券を持参し、指定医療機関(市内 47 医療機関)にて接種 

 助成対象期間

平成30年10月１日～平成30年12月31日 

３ 要綱案 

別紙のとおり  

※文書法制課と事前協議中 

４ 今後のスケジュール 

９月 28 日 臨時教育委員会での承認 

10 月１日  要綱施行
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海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、中学３年生が次のステップに進むことを応援するために、インフル

エンザの発生及び蔓延の防止を図り、健康保持に寄与するインフルエンザワクチンを用

いた予防接種（以下「予防接種」という。）に係る費用（以下「接種費用」という。）の

一部を助成することについて、必要な事項を定める。 

（対象者） 

第２条 対象者は、海老名市立中学校に在籍している中学３年生又は現に市内に居住し、

市の住民基本台帳に記録されている者で学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規

定する中学校、義務教育学校、中等教育学校若しくは特別支援学校の中学校第３学年に

相当する学年に在籍する生徒とする。 

（助成対象期間） 

第３条 助成の対象とする予防接種の実施期間は、毎年10月１日から12月31日までとする。 

（助成額等） 

第４条 助成額は、市が別に定める接種費用から自己負担額1,000円（以下「自己負担

額」という。）を除いた額とし、接種回数は、１回限りとする。 

（実施方法等） 

第５条 市長は、第３条に規定する実施期間に入る前に、対象者に対して、住所、氏名

及び生年月日を記載した海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成券（以

下「助成券」という。）を発行する。 

２ 対象者は、市と予防接種に係る業務を契約した医療機関（以下「受託医療機関」と

いう。）で予防接種を受けるものとする。 

３ 予防接種を受けた者の保護者（親権を行う者又は現に養育している者をいう。以下

同じ。）は、受託医療機関に対し、助成券を提出し、自己負担額を支払うものとする。 

（受託医療機関からの請求及び支払） 

第６条 受託医療機関は、当該予防接種を行った日の属する月の翌月末日までに、予防接

種を受けた者の予診票と助成券を添付して、請求書を市長に提出するものとする。 

２ 市長は、前項の請求書の提出があったときは、その内容を審査し、適当であると認め

たときは、速やかに、助成金を請求者の指定する口座へ振り込むものとする。 

（受託医療機関以外の医療機関で接種した場合） 

第７条 やむを得ない理由により受託医療機関以外の医療機関で予防接種を受けた者の保

護者は、第５条の規定に関わらず接種費用を全額支払った後、領収書、第５条第１項の

助成券及び予防接種を受けた者の予診票を添付して、海老名市中学３年生応援インフル

エンザ予防接種助成金交付申請書（第１号様式）を市長に提出するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により申請書を提出した者（以下「申請者」という。）から、前

項に規定する申請書の提出があったときは、速やかにその内容を審査し、助成金の交付

又は不交付を決定し、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付（不
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交付）決定通知書（２号様式）により、申請者に通知するものとする。 

３ 申請者は、前項に規定する助成金の交付決定を受けたときは、海老名市中学３年生応

援インフルエンザ予防接種助成金交付請求書（３号様式）を市長に提出するものとする。 

４ 市長は、前項の請求書の提出があったときは、速やかに、助成金を申請者の指定する

口座へ振り込むものとする。 

  （助成金の返還） 

第８条 市長は、偽りその他不正な手段により助成を受けたと認められたとき又は支払

い後に過誤額が確認されたときは、助成金を受けた者に交付された助成金の全部又は

一部を返還させることができる。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成30年10月１日から施行する。 
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第１号様式（第７条関係） 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付申請書 

                              年  月  日 

 海老名市長 殿 

                    住所   

                    氏名             印 

                    電話番号 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成事業に伴うインフルエンザ予防

接種を受けましたので、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要

綱第７条第１項の規定により、次のとおり申請いたします。 

         申請額 金          円 

１ 接種対象者 

２ 添付書類 

   ・領収書 

   ・市が発行した助成券（はがき） 

   ・予診票（接種時に医療機関で記入した場合）  

住　所

氏　名

実施医療機関名

対象者 生年月日

年　　月　　日

接　種　年　月　日 　　年　　　月　　　日
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第２号様式（第７条関係） 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付（不交付）決定通知書 

                            海  第   号

                             年  月  日 

          様 

                      海老名市長          

    年  月  日付けで申請のあった、助成金ついては、下記のとおり決定し

たので、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成事業実施要綱第７条

第２項の規定により通知します。 

記 

１ 決 定 内 容   交付する  交付しない 

２ 助 成 金 額             円 

３ 予防接種を受け 

  た者の氏名 

４ 不 交 付 理 由 
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第３号様式（第７条関係） 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付請求書 

                             年  月  日 

 海老名市長 殿 

                    住所   

                    氏名              印 

                    電話番号 

海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成に係るインフルエンザ予防接種

を受けましたので、海老名市中学３年生応援インフルエンザ予防接種助成金交付要綱第

７条第３項の規定により、次のとおり請求いたします。 

         請求額 金          円 

１ 予防接種を受けた者 

２ 振込先 

金融機関名 
（銀行・信金・農協・信組・金庫） 

（支店・支所・出張所） 

種  類 普通・当座 口座番号    

フリガナ  

口座名義人  

住　所

氏　名

実施医療機関名

対象者 生年月日

年　　月　　日

接　種　年　月　日 　　年　　　月　　　日

- 8 -



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　海老名市学校施設再整備計画を策定したいため

議案第23号

海老名市学校施設再整備計画の策定について

　別紙のとおり、海老名市学校施設再整備計画の策定について、議決を求める。

平成３０年９月２８日提出

- 9 -



- 10 -



海老名市学校施設再整備計画の策定について 

「海老名市公共施設再編（適正化）計画」の分野別計画として、老朽化の進む校舎等

の長寿命化とともに少子化や将来の学校施設のあり方に対応した施設の再編など具

体的な計画を示す「海老名市学校施設再整備計画」について、海老名市学校施設再整

備計画策定検討委員会に対し諮問を行い、平成３０年８月３日付で同策定検討委員会

より答申を受けました。 

この答申を踏まえ、教育委員会では、持続可能な行政運営を可能とするとともに、

今そして未来の子どもたちに夢を与えることができる計画を目指し「海老名市学校施

設再整備計画」を策定します。 

１ 計画の概要 

  ○基本的な考え方・・「持続可能」な「夢」のある計画とし、短期計画、中長期・超長 

期計画を整理 

  ○計画期間、対象施設・・平成 31 年度～平成 70 年度までの 40 年間 

計画は概ね 10 年ごとに見直しを図る。 

  ○学校施設を取り巻く現状と課題・・人口減少、施設の老朽化、財政見通し 

○児童生徒数・学級数の将来予測  

○学校施設の老朽化状況の把握 

○今後の施設整備・保全の考え方 

○学校施設再整備方針 

 ①持続可能な計画・・・行政経営を持続可能とするための５つの方針 

 ②夢のある計画 ・・・今と将来の子どもたちが夢を持って人生を歩んでいく 

ために必要な７つの方針 

 ③学校施設再整備方針・・①②を踏まえ、今後４０年間を見据えた再整備方針 

２ パブリックコメント実施結果 

  （１）実施機関 

    平成３０年９月６日（木）～９月２５日（火） 

  （２）結果 

    意見は寄せられませんでした。 

３ 計画 

  別添資料のとおり 

平成 30 年９月 28 日 

臨時教育委員会資料 

教育部教育総務課
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